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【
教
材
の
連
続
性
と「
見
方
・
考
え
方
」】 　
第
54
回

　
小
学
校
中
学
年
で
の
リ
レ
ー
と
い
う
教
材
（m

aterial ; der 
Stoff

）
の
本
質
は
、〈
も
の
を
誰
か
か
ら
受
け
取
っ
て
、
何
か

を
し
て
、
誰
か
に
渡
す
こ
と
〉（
☆
）
で
、
だ
か
ら
バ
ト
ン
の

受
け
渡
し
が
大
事
に
な
り
、
こ
こ
が
一
番
「
楽
し
い
」
と
こ
ろ

（
＝
授
業
目
標
）
に
な
る
。「
位
置
に
着
く on your 

m
ark

」「
ト
ラ
ッ
ク
を
一
周
す
る
」「
全
力
で
カ
ー
ブ

を
曲
が
る
」「
競
い
合
う
」
な
ど
は
、
こ
の
シ
ン
プ
ル

な
本
質
を
豊
か
に
す
る
規
定
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ト

ン
を
大
玉
に
換
え
れ
ば
「
大
玉
送
り
」
に
な
る
。

　

教
材
の
連
続
性
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
〈
ま

え
〉
の
保
育
園
段
階
で
は
、〈
も
の
を
持
っ
て
走
る
〉

を
本
質
に
、
ト
ラ
ッ
ク
に
沿
っ
て
走
ら
ず
ワ
ー
プ
す

る
、
次
の
人
に
渡
さ
な
い
で
逃
げ
る
な
ど
、
こ
の
段

階
な
ら
で
は
の
楽
し
い
あ
そ
び
が
成
立
す
る
。
さ
ら
に
〈
ま

え
〉
で
は
、
ボ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
な
る
。
一
方
、
こ
の
〈
あ

と
〉
の
発
展
し
た
段
階
で
は
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
リ
レ

ー
銀
メ
ダ
ル
の
よ
う
に
、
速
度
を
落
と
さ
ず
に
バ
ト
ン
を
渡
す

高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
〈
あ
と
〉
で
、
世
代
と

世
代
で
資
源
の
受
け
渡
し
と
な
る
と
持
続
可
能
社
会
、
文
化
の

受
け
渡
し
と
な
る
と
人
類
社
会
に
な
る
。

　
☆
の
目
で
『
希
望
を
つ
む
ぐ
教
育
』
の
実
践
群
を
眺
め
る
と

（
教
科
横
断
的
視
点
）、
絵
本
『
き
り
か
ぶ
』
の
リ
レ
ー
読
み

は
、
セ
リ
フ
の
リ
レ
ー
で
、
脚
本
を
通
し
て
〈
劇
〉
の
本
質
に

発
展
す
る
（
小
１
・
山
岡
貴
英
実
践
、
92
頁
）。
ま
た
、

句
の
リ
レ
ー
は
、
連
歌
に
な
る
（
中
２
・
石
川
久
美

子
実
践
、
２
０
２
頁
）。

　

中
教
審
答
申
（
第
１
９
７
号
）
で
は
、
教
育
内
容

す
な
わ
ち
「
何
を
学
ぶ
か
」（
教
科
等
を
学
ぶ
意
義
と
、

教
科
等
間
・
学
校
段
階
間
の
つ
な
が
り
を
踏
ま
え
た

教
育
課
程
の
編
成
）
を
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
」（
資
質
・
能
力
）
で
再
編
成
し
よ
う
と
し
た

（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス
）
が
、
学
習
指
導
要
領

本
文
で
は
こ
の
結
節
点
に
な
る
「
見
方
・
考
え
方
」
が
う
ま
く

位
置
づ
い
て
い
な
い
。 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

　
参
考�
　「
加
藤
聡
一
研
究
室
／eY

e

の
ペ
ー
ジ
」

　
　
　
　
　http://kodom

o.kitanagoya.org/eye/

　
　
　
　
※
こ
れ
ま
で
の
「
生
活
教
育eY

e

」「
生
活
教
育
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
掲
載
。

生活教育

eYe

※「生活教育 eYe」も今回が最終回となります。ご愛読ありがとうございました。（編集部）


